第２４回ＳＧＲＡフォーラム in 軽井沢

ごみ処理と国境を越える資源循環

―私が分別したゴミはどこへ行くの？―

日時：２００６年７月２２日（土）午後２時より
会場：鹿島建設軽井沢研修センター会議室
主催：関口グローバル研究会（ＳＧＲＡ）

協賛：（財）鹿島学術振興財団・（財）渥美国際交流奨学財団
プログラム
	2時00分―2時10分
	総合司会：全振煥（鹿島技術研究所主任研究員、ＳＧＲＡ研究員）

挨拶：今西淳子（ＳＧＲＡ代表）

	2時10分―2時50分

講演１
	廃棄資源の国際間移動の現状と課題：アジアを中心として

	
	鈴木　進一（㈱エックス都市研究所　取締役）

	
	鉄スクラップ、銅スクラップ、アルミスクラップ、廃ガラス、廃プラスチックといったリサイクル資源の国際間の移動状況を示す。また、日本の廃棄資源の循環利用に向けた取組み状況と資源の輸出状況を概説したうえで、対象国の中で主に中国をとりあげ資源循環及び効率化に向けた課題を検討する。中国では経済成長に伴い、経済主体である中国企業では循環資源の海外からの輸入を急増させているが、その処理に伴う環境負荷が大きな課題になっている。そのような負荷を削減するために、日本が実施してきたリサイクル関連事業のノウハウ等の利用可能性を検討する。また、中国で深刻化しつつあるアルカリ土壌対策における日本のリサイクル資源の利用を考えた場合を例にして、その取り組みを実施する場合の課題を検討する。

	2時50分―3時00分
	討論者：葉文昌（台湾科技大学電子工程科助教授、ＳＧＲＡ研究員）

	3時00分―3時40分

講演２
	ＥＵの再生資源とリサイクル：ドイツを中心として

	
	間宮　尚（鹿島建設㈱技術研究所上席研究員）

	
	ドイツは環境先進国と言われ、廃棄物処理（リサイクルを含む）分野ではドイツの法制度や社会実験が参考にされている。しかし、ドイツの廃棄物処理施設を見ただけで方向性や先進性を理解するのが難しい。それは目に見えないソフトこそがその推進力だからである。処分場に捨てられていた廃棄物をリサイクルする際には、静脈産業の構築や有害物の拡散が問題になる。働く人の安全、製品の品質・安全、再度ごみになった時の問題といった広義の環境を守ると同時に、既存の動脈産業との調整が必要になるし、コストにもメスをいれなければならない。多くの利害関係が存在する中で、方向性の設定と方法の選択を行っているのは立法・行政であるが、方向性を修正しつつ進んでいるため、法律が頻繁に改正されるのである。ドイツの廃棄物処理の議論の歴史をたどると、廃棄物処理の論点が見えてくる。これを整理し、自国の廃棄物処理についての考察に繋げたい。

	3時40分―3時50分
	討論者：許　雷（早稲田大学理工学部助手、ＳＧＲＡ運営委員）

	3時50分―4時20分

	休憩　　[image: image1.emf]


	4時20分―5時00分

講演３

	アジアにおける家電リサイクル活動に関する調査報告

	
	李　海峰（北九州市立大学、ＳＧＲＡ研究員）

	
	日本で平成13年4月から施行された特定家庭用機器再商品化法（「家電リサイクル法」という）は、施行後5年を迎え、廃家電４品目の引取台数は年々増加傾向にあるなど、概ね順調に施行されている。一方、欧州連合のＷＥＥＥ（電気電子機器リサイクル）指令及びＲｏＨＳ（有害物質使用制限）指令によって、ＥＵ加盟各国においては法制化及び施行に向けて鋭意取り組まれており、また、中国をはじめとするアジアの一部の国においても、電気電子機器リサイクル等の制度化等、循環型経済社会構築に向けた取り組みが進められている。本調査報告は中国・韓国・台湾を中心としたアジア諸国における家電リサイクル活動を紹介するとともに、日本を含めたアジア地域における国際資源循環の必要性と可能性を模索する。

	5時00分―5時10分
	討論者：王　立彬（㈱東洋インキ製造、ＳＧＲＡ研究員）

	5時10分―5時50分

講演４

	廃棄物問題と都市の貧困：マニラ貧困層のコミュニティ資源の活用

	
	中西　徹（東京大学総合文化研究科教授）

	
	「環境保全と貧困緩和の両立」について考察する。マニラのスラム住民は、環境問題の被害者であると同時に「加害者」でもある。彼らの多くは、現在も、スモーキー・マウンテンのようなゴミ捨て場をはじめとする環境劣悪な場所に居住せざるを得ない一方で、河川へのゴミ・汚物の投棄や、煤煙をまき散らすジープニー等の交通機関の利用によって、水質汚濁や大気汚染の発生源になっているからである。この発表では、政府が実施してきた貧困と環境に関わる従来の諸政策を振り返りつつも、スラムの住民が保有する社会関係資産、すなわち「社会ネットワーク」というコミュニティ資源の形成過程と特性に着目し、それらを生かせるような代替的環境政策を考えたい。

	5時50分―6時00分
	討論者：（調整中）

	6時00分―7時30分
	夕食

	7時30分―8時55分
	パネルディスカッション

進行：高偉俊（北九州市立大学助教授、ＳＧＲＡ研究チーフ）

	8時55分―9時00分
	挨拶：嶋津忠廣（ＳＧＲＡ運営委員長）


講 師 略 歴
· 鈴木進一 ☆ すずき・しんいち ☆ Suzuki Shinichi
【略歴】

1982年10月～1984年11月
フィリピン天然資源省　村落開発普及員

1987年３月


国際大学大学院国際関係学修士課程修了

1987年4月～1991年6月

㈱エックス都市研究所　環境科学研究室研究員

1997年7月～2001年6月

㈱エックス都市研究所　廃棄物計画室室長

2001年7月～2003年10月
㈱エックス都市研究所　環境社会計画部部長

2003年11月～現在
㈱エックス都市研究所　取締役　循環型社会推進グループ部長

2001年 4月～2005年３月

長岡造形大学　非常勤講師

2004年 4月～現在

山梨大学　社会人特別講義講師

2006年4月～現在

東京大学大学院工学系研究科　非常勤講師

【主要著書・論文】

1． フィリピン開拓村における社会経済学的調査（鹿島学術財団、1985年）
2． 「開発途上国の廃棄物管理の改善手法」5章「都市廃棄物管理の社会・文化的側面　スカベンジャーへの対応」（JICA、1993年）

3． 『Waste Minimization Practices』(共著、アジア生産性本部､2000年12月)
4． 『環境ハンドブック』(共著､社団法人産業環境管理協会､2002年10月)
5． Reduction of Methane Released from Palm Oil Mill Lagoon in Malaysia and Its Countermeasures, Volume8, No.3, 2003, 237-252, Mitigation and Adaptation Strategies for Global Change

6． 家庭用コジェネ機器等のリユース事業の可能性に関する研究(環境科学会、2005年9月)

· 間宮　尚 ☆ まみや・ひさし ☆ Mamiya Hisashi
【現職】　

鹿島建設㈱技術研究所　土質・地盤環境グループ　上席研究員
【略歴】


1990年　東京大学大学院修了（工学修士）


1990年　鹿島建設㈱技術研究所


1996年　Institut fuer Abfall- und Abwasserwirtschaft GmbH客員研究員

1998年　鹿島建設㈱技術研究所

2003年　博士（工学）


吸着式ヒートポンプ、エネルギーシステム評価、一般廃棄物処理評価、建設廃棄物処理評価、リサイクルによる微量成分拡散、CDM/JIを対象とした処分場ガス発生量予測等のプロジェクトに従事

【主要著書・論文】　

1. リサイクル工学　共著､エネルギー資源学会､1996年8月

2. 環境ハンドブック　共著､社団法人産業環境管理協会､2002年10月

3. 廃棄物マネージメントを支援する建築・都市システムの構築１～５　空気調和・衛生工学会論文集

4. 都市ごみ管理と自治体経営に関する日独比較研究　共著、H14～H16年度科学研究費補助金研究成果報告書、2005年3月

5. STUDY OF RESOURCE SUSTAINABILITY ASSESSMENT FOR BUILDING Part 3. Environmental Assessment for Demolition and Waste Treatment Processes　SB05、2005年9月

· 李　海峰 ☆ り・かいほう ☆ Li Haifeng
【略歴】
2000年4月～2003年3月
早稲田大学理工学部・助手

2003年4月～2004年9月
独立行政法人建築研究所・客員研究員

2003年4月～2005年3月
早稲田大学理工学総合研究センター・客員講師

2005年4月～2006年3月
早稲田大学理工学総合研究センター・客員研究員

2005年 10月～現在
北九州市立大学国際環境工学部EA
2006年4月～現在
早稲田大学理工学総合研究センター・客員講師

【主要著書・論文】
1. 都市環境学（共著）、都市環境教材編集委員会編、森北出版社、2003年5月
2. 風と日本の街づくり東京の風-100年間で1.7～2.6℃高温化し、地球温暖化比3～5倍のスピードで進んでいるメトロポリス(PDF)、BIO-City no. 27、2004年

3. Study on Distributed Generators Arrangement in Urban Area using GIS－Case Study in Tokyo’s 23 wards, Japan, Journal of Asian Architecture and Building Engineering vo2.1, no.1, 2003.3

4. Numerical analysis about urban climate change by urbanization in Shanghai, 2002.11, Architectural Institute of Japan, Journal of Asian Architecture and Building Engineering vol.1, no.2, 2002.11
5. 数値シミュレーションに基づく東京都心部の建物排熱への対応によるヒートアイランド緩和効果に関する考察、2002年10月、日本都市計画学会、日本都市計画学会都市計画論文集　第37号

6. 東京都区部の地域における大気環境の影響要因に関する研究、2000年11月、日本建築学会、日本建築学会、日本建築学会計画系論文集 第537号 

7. 土地利用図を用いた都市の熱環境評価手法に関する研究―巨大都市の50km圏におけるケーススタディ、2000年4月、日本建築学会、日本建築学会計画系論文集 第530号

8. 地理情報を用いた地域の熱環境評価システムに関する研究、1999年4月、日本建築学会、日本建築学会計画系論文集 第518号

· 中西　徹 ☆ なかにし・とおる ☆ Nakanishi Toru
【現職】

東京大学・大学院総合文化研究科・教授（地域研究・開発経済）

【略歴】

1989年 東京大学大学院修了（経済学博士），国際大学助手，

1991年 北海道大学助教授，
1993年 東京大学助教授，
2001年 東京大学教授（現在に至る）

【著書】

1. 『スラムの経済学』（単著，東京大学出版会 1991年），『開発と貧困』（共著，アジア経済研究所　1998年），
2. 『アジアの大都市：マニラ』（共編著，日本評論社　2001年），Metro Manila: In Search of a Sustainable Future: Impact Analysis of Metropolitan Policies for Development and Environmental Conservation（共著，University of the Philippines Press　2002年），
3. 「メトロマニラへのコンポスト型トイレによる有機物オンサイト処理の導入の可能性について」『環境システム』第30巻（牛島健他と共著 2002年），
4. 「地域社会と人間の安全保障：マニラ貧困層におけるコミュニティの出現」『ワールドトレンド』124号（アジア経済研究所　2006年），『新・世界地理：東南アジア』（共著，朝倉書店　近刊）
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